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　清々しい初夏を迎え、会員のみなさまにはますますご清栄

のこととお慶び申し上げます。また、平素は当金庫に多大な

ご支援とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　ここに当金庫第 94 期（令和７年度）事業の概況をご報告

させていただくにあたり、ご挨拶申し上げます。

　今、時代は大きな転換期にあります。私たちの地域社会

を取り巻く金融経済環境は、物価高、日本銀行の金融政

策、デジタル化の進展、生産労働人口の減少等の諸問題が

国民生活や企業活動を揺さぶり、さらに世界各国の金融政

策の行方、グローバルな対立構造等、多くの事象が複雑に

絡み合い、金融・経済の両面において不確実性の高い状況

が続いております。

　特に中東情勢を踏まえた原油価格高騰は、運輸、製造、

素材関連を始めとして多種多様な企業の経営に影響を及ぼして

います。多くの地域事業者はコスト高によって既に値上げ

を実施しており、さらなる価格転嫁は困難な状況が続いて

います。そうしたなか当金庫は、お客さまの不安に寄り添う

ため、令和８年３月31日より、個人特化型店舗を除く

各営業店に「原油価格高騰に伴う融資相談窓口」を設置

しました。

　当金庫は地域のお客さまと足並みをそろえた活動を通じ、

資金繰り支援や本業支援を積極的に取組んでおり、今後も

地域のみなさまのご期待に応える金融サービスや課題解決

に繋がるソリューションを数多くご提供することが、富士宮

信用金庫の使命であると考えております。

　また、地域の賑わい創出や持続可能な発展を図るため、

官民一体で人口減少社会への対応や産業基盤の強化のため

の企業誘致に取組んでおります。当金庫も富士宮市、富士

宮商工会議所、芝川商工会の４者の組織連携による総合相談

窓口「ビジネスコネクトふじのみや」、当金庫と富士宮市が

連携して地方創生に関する課題の把握と解決方法の研究を

行う未来志向の協議会「NEXT VISION富士宮」を両輪と

して、地域の諸課題に取組んでおります。これらの活動を

通じて地場産業の活性化や雇用の場を確保し、優良企業の

新規進出、地域事業者の事業拡大等、多面的支援により、

新たな「しごと」を創り出すことや、「ひと」が集まるため

の施策を推進していきます。

　当金庫は「経営理念」と「３つのビジョン／地域目線から

の取組み／顧客目線からの取組み／金庫目線からの取組み」

の実践・実現を通じて、会員、お客さま、職員をはじめと

する地域のすべての人々の成長と幸せの実現を目指します。

　厳しい収益環境の下にあっても効率的な業務体制の構築

に努めながら、当金庫が保有する経営資源の強化とさらなる

活力を喚起して、強靭性を備えた組織態勢を創っていくと

ともに、各種法令やルールの厳格な遵守等、コンプライ

アンス態勢の整備・確立を最重要課題と位置付け、引き続き

コンプライアンス態勢の強化にも取組み、職員のコンプライ

アンス意識の向上と、健全な経営基盤を築いてまいります。

以　上
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1.　預金・貸出金の推移

R4.3

（単位：百万円）
預　金
貸出金

R5.3 R6.3

業績と庶務の概要

経営理念
「地域の成長と前進を求めみなさまと共に歩みます」
1

2

3

私たちは、地域金融機関として、心のこもったサービスを提供し、
地元の繁栄に貢献します。
私たちは、健全経営を基本として自己資本の充実につとめ、
社会的責任を遂行します。
私たちは、創造的で夢と感動のある職場をつくり、
お客さまの信頼に応えます。

ビジョン

1

2

3

私たちは、地域に貢献できることに使命と誇り、喜びを感じ、
みなさまの要望に全力で取り組みます。
私たちは、お客さまに寄り添うことで、夢と希望を叶えるお手伝い
を全力で行います。
私たちは、役職員を家族と考え、愛情のある働きやすい職場を
全力でつくります。

R7.3 R8.3

『いつもありがとう』その一言のため、全力で」
「あなたにとって、いちばんの“みやしん”へ

当金庫は、地域金融機関としてあるべき姿の実現に向け、
上記の経営理念を掲げて経営しております。

当金庫の役職員は、上記のビジョンの下で活動に
取り組んでおります。
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5.　自己資本比率
令和 8年 3月31日現在 21.61％
※自己資本比率とは、「リスク資産」に対する「自己資本」の割合を示した
もので、金融機関の経営体質の健全性を示す重要な指標であり、国内
基準は4％以上と定められています。

会議名
理事会
監事会

令和 7年度開催回数
14回
13回

目的
業務に関する重要事項の決定
業務監査、監査事項の報告等

3.　理事会・監事会の開催状況

（令和 8年 3月31日現在）4.　会員数・出資金

個人
法人
合計

会員数
16,687人
  2,158人
18,845人

出資金

152百万円
664百万円

6.　役員体制（令和 8年 3月31日現在）
理 事 長
常務理事
常務理事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事
監 事
監 事

伊 藤 壽 文
木 本 謙 正
松 浦 由 美
土 井 康 志
松 戸 　 豊
岩 崎 　 勲
小 林 公 一
山 本 英 志
望 月 剛 毅
兼 髙 則 之
本 多 孝 士（員外監事）

2.　総　代　会

⑴　
業務報告、貸借対照表および損益計算書の内容報告の件

【報告事項】

【決議事項】

剰余金処分案承認の件
会員の法定脱退（除名）承認の件
理事8名選任の件
監事3名選任の件

第1号議案

第2号議案
第3号議案
第4号議案

令和7年6月17日㈬　第93期通常総代会が開催され、次の事項
が報告・承認可決されました。

511百万円

第93期（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

第93期（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）



第94期　　　　　　貸借対照表（令和 8年 3月31日現在）

科　　目 金　額 金　額
（資産の部）

資産の部合計

現 金
預 け 金
買 入 金 銭 債 権
有 価 証 券
国 債
地 方 債
社 債
株 式
その他の証券
貸 出 金
割 引 手 形
手 形 貸 付
証 書 貸 付
当 座 貸 越

そ の 他 資 産
未決済為替貸
信金中金出資金
未 収 収 益
未収還付法人税等
その他の資産
有 形 固 定 資 産
建 物
土 地
その他の有形固定資産
無 形 固 定 資 産
ソフトウェ ア
その他の無形固定資産
繰 延 税 金 資 産
債 務 保 証 見 返
貸 倒 引 当 金
（うち個別貸倒引当金）

科　　目
（負債の部）

負債及び純資産の部合計

預 金 積 金
当 座 預 金
普 通 預 金
貯 蓄 預 金
定 期 預 金
定 期 積 金
その他の預金
そ の 他 負 債
未決済為替借
未 払 費 用
給付補塡備金
未払法人税等
前 受 収 益
払 戻 未 済 金
払戻未済持分
職 員 預 り 金
資産除去債務
その他の負債
賞 与 引 当 金
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
偶発損失引当金
睡眠預金払戻損失引当金
債 務 保 証
負 債 の 部 合 計
（純資産の部）
出 資 金
普 通 出 資 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
特別積立金
当期未処分剰余金

処 分 未 済 持 分
会 員 勘 定 合 計
その他有価証券評価差額金

評価・換算差額等合計
純資産の部合計

単位：百万円

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　　　　　）（

△

△
△

436,455

408,951
7,365

190,915
4,116

181,508
19,571
5,474
916
124
481
10
1
13
12
5

124
3

138
137
903
87
43
21
315

411,375

664
664

37,254
676

36,577
35,700
877
0

37,918
12,839
12,839
25,079
436,455

2,483
109,909

32
150,832
5,607
22,584
94,389
1,528
26,722
169,779
1,447
4,125

149,845
14,360
2,859
86

1,945
612
156
58

2,258
683
1,445
129
47
40
6

358
315
2,423
2,281

△　
△　



単位：千円

単位：円
当 期 未 処 分 剰 余 金
積 立 金 取 崩 額

利益準備金限度超過取崩額

繰　越　金（当期末残高 ）

剰 余 金 処 分 額
普通出資に対する配当金
特 別 積 立 金

第94期　　　　　　剰余金処分（ ）令和 7年 4月 1 日から
令和 8年 3月31日まで

第94期　　　　　　損益計算書（ ）令和 7年 4月 1 日から
令和 8年 3月31日まで

科　　　　　　目 金　　　　　　　　額

記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。（注）

（年２%）

877,661,974
12,188,900
12,188,900

513,287,404
13,287,404
500,000,000
376,563,470

4,922,753
2,747,264
512,751
1,619,699
43,038
470,799
197,557
273,241
31,121
577

30,544
448,927
444,068
4,859

830,677
820,328
9,615
113
620

350,035
61,322
288,712
1,023,710
953,010
70,700

2,806,093
1,912,505
865,685
27,901
335,999
302,206
18,415
15,377

8,941

2,755
3,123

5,873,602

5,346,517

527,085
8,941

518,143

367
518,510
359,151
877,661

△　
　

△　
　

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益
貸 出 金 利 息
預 け 金 利 息
有 価 証 券 利 息 配 当 金
そ の 他 の 受 入 利 息

役 務 取 引 等 収 益
受 入 為 替 手 数 料
そ の 他 の 役 務 収 益

そ の 他 業 務 収 益
国 債 等 債 券 償 還 益
そ の 他 の 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益
株 式 等 売 却 益
そ の 他 の 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用
預 金 利 息
給 付 補 塡 備 金 繰 入 額
借 用 金 利 息
そ の 他 の 支 払 利 息

役 務 取 引 等 費 用
支 払 為 替 手 数 料
そ の 他 の 役 務 費 用

そ の 他 業 務 費 用
国 債 等 債 券 償 還 損
そ の 他 の 業 務 費 用

経 費
人 件 費
物 件 費
税 金

そ の 他 経 常 費 用
貸 倒 引 当 金 繰 入 額
偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額
睡眠預金払戻損失引当金繰入額

経 常 利 益
特 別 損 失
減 損 損 失

税 引 前 当 期 純 利 益
法 人 税 、住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益
繰 越 金 （ 当 期 首 残 高 ）
当 期 未 処 分 剰 余 金



店　舗　一　覧
富士宮地区

富士地区

本　　　部
本　　　店
神 田 支 店
西 町 支 店
東 町 支 店
北　支　店
富士根支店
芝 川 支 店
上 野 支 店
富士見支店
駅 南 支 店
淀 川 支 店
万 野 支 店
上井出支店

富 士 支 店
吉 原 支 店
鷹 岡 支 店
松 岡 支 店
国久保支店
新富士支店

☎0544◯3120
☎0544◯3111
☎0544◯3321
☎0544◯5194
☎0544◯8194
☎0544◯5141
☎0544◯2826
☎0544◯1151
☎0544◯1211
☎0544◯1811
☎0544◯4111
☎0544◯8111
☎0544◯1111
☎0544◯3333

☎0545◯7741
☎0545◯8111
☎0545◯9111
☎0545◯5522
☎0545◯5311
☎0545◯5911

富士宮市元城町31番15号
富士宮市元城町31番15号
富士宮市大宮町3番1 4号
富士宮市西町 2 6番 1 4号
富 士 宮 市 東 町 1 1 番 3 号
富 士 宮 市 光 町 7 番 7 号
富士宮市小泉467番地の9
富士宮市長貫1105番地の7
富士宮市下条307番地の3
富士宮市富士見ヶ丘463番地の1
富士宮市田中町930番地の4
富士宮市淀川町35番16号
富士宮市万野原新田3072番地の6
富 士 宮 市 上 井 出 3 4 番 地 の 3

富士市中島 3 9 2番地の 8
富士市中央町3丁目12番5号
富士市久沢 8 4 9番地の 1
富士市松岡1163番地の2
富士市伝法2046番地の3
富士市横割6丁目6番23号

富 士 宮 市 役 所
オギノ富 士 宮 弓 沢 店
JR名古屋セントラルタワーズスカイシャトル

イオンモール 富 士 宮
JR名古屋セントラルタワーズ

23

23

27

26

26

27

27

58

23

24

24

26

54

65

61

51

71

61

53

62

お客さま相談プラザ
みやしんサポート相談室

富士宮市光町7番7号（北支店1F）
富士宮市元城町31番15号

☎0544◯566528

☎0544◯334427

創ります

富士宮信用金庫

店舗外キャッシュサービスコーナー

富士宮信用金庫は、静岡県東部4信金「共同SDGs宣言」を公表しています。
SDGsの理念のもと、信用金庫の機能と役割を発揮し「環境」「社会」「経済」
の各分野で地域活性化に努めています。


